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研 究 の 要 約
新指導要領において,今までの学習内容が3書り削漉されたことは,みんなよく











































照らして. ｢ . で ると判 さ
るもの｣套3_i｢お萎むね奉足できると
_PJ軌 まれをb_g)_｣一旦_2.山上象九重要す且




















































幕政への関心 .書欲.感度 数学的な考え方 致IやEB形についての暮現 .赴理 致Jtや図形についての知ZI.理解
･約政.倍牡の考え机 分故の通 ･事故を的払.藩政の ･鼻件的な場面に即し ･的鼓や借政という叔
分や約分をするときや日常生活 叔点から分ZrLて考 て.的乱 倍故.公 点から,亜敦の★成
の場面で着用できる美しきやよ える. 約数.公倍数を求め についてのIかな必
さに気付き.それらを為んで間 ることができる. 父をもっている.
超搬決に役立てようとTる.･分牡の相等及tf大小について考 ･分敦の相事及tf大小 ･分数の相等及び大小 ･-つの分牡の分子.
えを生かして.^分母の分数の について■べたり考 を比べろことができ 分母に同じ敦を乗除
加法及び繊法の計算の仕方を考 えたりする. ち. してできる分数は.
えようとする.･分数の計算の仕方を.これまで ･見分母の分教のh法及びaL法の計雷の仕 '霊等墨完領 細 管 元の分敦と同じ大きさであることモ理解方を考える.分数の乗法及U除 真分数との加法及びその連の減法)の計井ができ.それを用いるこ ができる.･帯 を含まない分 してい呑.･ia分や約分 いう扱点から, 数のについてのJtか なd父をもっている.分数の相嶋及び 小の比べ方を理姫している.SL 母の 加法及び嬢法の意味や計野 草詑 つ て理*法 除
に学習した整数や小牧の計算に の計算では.針嘉の 敦の乗法.除法の計 の計井が.どのよう
関連づけて考えようとする. 意味を璽牡や小払の 算ができ.それを用 な18両でどのように
･分政の乗法及び繰法の計算を. 抱囲から尭Btさせて いることができる.･目的に応じて.稚 , 用いられちかを理梯
亜政や小数の計井を基にして考 考えたリ.その計算 している.




え ーしたりしていこうとする.積や商を枚数で見7Iも ことの ･目的に応じて.正確 ･乗法及び除法の計算

































井数への関心 .意欲 .態度 数学的な考え方 政衣 や固形についての･処理 政Jlや固形についての知ZQ.理触
･分数の計算の仕方を.これまで ●…悪書…違…琵 琶 し謂 嘉詣 蓬緒ができ,それを用るヽことができる. ･分敦の乗法及U除法
に学¥した並数や小払の計算に の計算が.どのよう
関連づけて考えようとTる｡ な18両でどのように



















時 活動内容 関IL"意欲.態度 数学的な考え方 表現 .処理 知41 .理解
ー 分数のかけ)(の 分政のかけ井につい 隻数や小牧の4台か ※ ※
課圧づくり ての課題をつかむことができる.≪授業中の発音や後 ノ- ト≫ ら発展的に考えることができる.≪横集中の免曾や授業後 ノー ト≫
2 分社×整数や分 新しい詳伝を見つけ 分数のかけ井の計暮 分数のかけ井の計暮 分政のかけ井の計暮
3 致×分数の意味 ながら取り組むこと の仕方を考えること ができる. の仕方がわかる.
と計井の仕方分数のかけ算の一般化 ができる. ができる○ 《適応問題を解決す ≪授業練のノー ト》
4 ≪授業中の朱書≫ ≪授業中のノー ト≫ る様子や練習をしたノート≫




今まで述べてきたことは,評価規準を達成 のままでは. ｢十分満足｣と ｢おおむね満
できているかどうかを評価し.最終的には 足｣の違いがわからない｡そこで,評価規準
｢努力が必要｣といった児童をなくすための を基に, ｢十分満足｣ ｢おおむね満足｣ ｢東
手だてを考えてきたといえる.そのことは. 力が必要｣の基準を考え.それを次の一覧表
もちろん,大切なことであると考えるが.こ にまとめた｡
第6学年 ｢分散のかけ貫｣における A:十分*足.a:おおtIね沸足,C:無力が必T の基串
時 活血内容 Bq心.七欲.潜ま 数学的な考え方 鼓現 .処理 知糠 .理無
1 分数のかけ薫の A:枕撞的に課題に A:量鼓や小姓から ※ ※
詳伊づくり ついて先甘したリ,排甥をノートに暮いたリして るB:ノ-トにEt塩を書 るC ー 課債暮 ない 集魚的に考えたことt発1rしリ,ノートに暮B儀 ききを要一卜に書いていちC‥き 幣 Jj=tE嘉男ノート ない
2分数×巻数や分 A:新しい隷JtをfI A:計算の仕方がき A二分政のかけ井が A二等‡報 票 誓とめている
34 汝×分数の意味と計算の仕方分政のかけ井の 等的にみ つける先Tがよ くあ ちんと悦明できている 正確にできる
a:｢A｣と ｢C｣ B二助TにJ:リ.計 B:｢A｣と ｢C｣ B:計算の仕方をま
以外 貫の仕方を税明 以外 とめている
一般化 C:分数のかけⅠ以 で舌ろC二雪駄 宗主I(+苦 C:分散のかけ算を C:計算の仕方につ外のことに粥味 半分以上Wlう いて 記述がな
を示している からない い
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